
                       議   第   ４９   号   

                       令和 ４ 年 ２ 月１６日提出   

 

   熊本市東部堆肥センター条例の一部改正について 

 

 熊本市東部堆肥センター条例の一部を次のように改正する。 

 

                       熊本市長  大 西 一 史   

 

   熊本市東部堆肥センター条例の一部を改正する条例 

 

 熊本市東部堆肥センター条例（平成２９年条例第４１号）の一部を次のように改正

する。 

 

 第１８条を第１９条とし、第９条から第１７条までを１条ずつ繰り下げ、第８条の

次に次の１条を加える。 

 （手数料） 

第９条 堆肥を購入した者であって、当該堆肥の運搬又は運搬及び散布をセンターに

依頼するものは、別表第３に定める手数料を納付しなければならない。 

２ 前項の手数料の納付方法については、規則で定める。 

３ 既納の手数料は、還付しない。ただし、市長が特に理由があると認めるときは、

その全部又は一部を還付することができる。 

 別表第２中「３，０００円」を「１，０００円」に、「９，０００円」を        

「３，０００円」に、「１８，０００円」を「６，０００円」に改め、同表の次に次

の１表を加える。 

別表第３（第９条関係） 

区分 センターから運搬する場所までの直線距離 手数料 

運搬 ７キロメートル以内 １，０００円 

７キロメートルを超え１５キロメートル以内 １，５００円 
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master
スタンプ



１５キロメートルを超える市内 １，５００円 

運搬及び散布 ７キロメートル以内 １，５００円 

 ７キロメートルを超え１５キロメートル以内 ２，０００円 

 １５キロメートルを超える市内 ２，０００円 

 備考 

  １ １回に運搬できる堆肥の容量は、規則で定める。 

  ２ 手数料の欄の金額は、運搬又は運搬及び散布１回当たりの金額をいう。 

 

   附 則 

 この条例は、令和４年４月１日から施行する。 

 

 （提出理由） 

  東部堆肥センターにおいて生産した堆肥の運搬又は運搬及び散布に係る手数料を

定める等のため、所要の改正を行う必要がある。 

これが、この条例案を提出する理由である。 
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熊本市東部堆肥センター条例（平成２９年条例第４１号）新旧対照表 

改正後（案） 現行 

（使用料） （使用料） 

第８条 使用者は、次の各号に掲げる使用料の区分に応じ当該各号に定める使用料を納付しなければならない。 第８条 使用者は、次の各号に掲げる使用料の区分に応じ当該各号に定める使用料を納付しなければならない。 

(1) 家畜の排せつ物の搬入に係る使用料 別表第１に定める額 (1) 家畜の排せつ物の搬入に係る使用料 別表第１に定める額 

(2) 堆肥の散布のための機器の使用に係る使用料 別表第２に定める額 (2) 堆肥の散布のための機器の使用に係る使用料 別表第２に定める額 

２ 市長は、特に必要があると認めるときは、前項の使用料を減免することができる。 ２ 市長は、特に必要があると認めるときは、前項の使用料を減免することができる。 

３ 第１項の使用料の納付方法及び使用料の算定の基礎となる家畜の排せつ物の搬入量の計算については、規則で定め

る。 

３ 第１項の使用料の納付方法及び使用料の算定の基礎となる家畜の排せつ物の搬入量の計算については、規則で定め

る。 

４ 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長が特に理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付すること

ができる。 

４ 既納の使用料は、還付しない。ただし、市長が特に理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付すること

ができる。 

（手数料）  

第９条 堆肥を購入した者であって、当該堆肥の運搬又は運搬及び散布をセンターに依頼するものは、別表第３に定め

る手数料を納付しなければならない。 

〔新設〕 

 

２ 前項の手数料の納付方法については、規則で定める。  

３ 既納の手数料は、還付しない。ただし、市長が特に理由があると認めるときは、その全部又は一部を還付すること

ができる。 

 

第１０条～第１９条 〔略〕 第９条～第１８条 〔略〕 

  

別表第１（第８条関係） 別表第１（第８条関係） 

搬入方法 単位 使用料 

使用者による持込み １トンまでごとに ３００円 

収集サービスの利用 １トンまでごとに ５００円 
 

搬入方法 単位 使用料 

使用者による持込み １トンまでごとに ３００円 

収集サービスの利用 １トンまでごとに ５００円 
 

別表第２（第８条関係） 別表第２（第８条関係） 

区分 使用料 

１時間までごとに １，０００円 

半日 午前９時から午後０時４５分まで ３，０００円 

午後１時１５分から午後５時まで ３，０００円 

１日 午前９時から午後５時まで ６，０００円 
 

区分 使用料 

１時間までごとに ３，０００円 

半日 午前９時から午後０時４５分まで ９，０００円 

午後１時１５分から午後５時まで ９，０００円 

１日 午前９時から午後５時まで １８，０００円 
 

備考 センターを使用できる時間内において、半日の区分の使用者で午前９時からの使用をするものが使用時間を延

長する場合又は午後１時１５分からの使用をするものが使用時間を繰り上げる場合における当該延長した時間又は

繰り上げた時間の使用料は、１時間までごとに１，０００円とする。 

備考 センターを使用できる時間内において、半日の区分の使用者で午前９時からの使用をするものが使用時間を延

長する場合又は午後１時１５分からの使用をするものが使用時間を繰り上げる場合における当該延長した時間又は

繰り上げた時間の使用料は、１時間までごとに３，０００円とする。 
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別表第３（第９条関係） 

区分 センターから運搬する場所までの直線距離 手数料 

運搬 

７キロメートル以内 １，０００円 

７キロメートルを超え１５キロメートル以内 １，５００円 

１５キロメートルを超える市内 １，５００円 

運搬及び散布 

７キロメートル以内 １，５００円 

７キロメートルを超え１５キロメートル以内 ２，０００円 

１５キロメートルを超える市内 ２，０００円 

備考 

 １ １回に運搬できる堆肥の容量は、規則で定める。 

 ２ 手数料の欄の金額は、運搬又は運搬及び散布１回当たりの金額をいう。 

〔新設〕 

 

 

 

 

 

   附則 

 この条例は、令和４年４月１日から施行する。 
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